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 菅政権のブレーンの一人で

ある竹中平蔵氏（「成長戦略会

議」のメンバー）は、「国民に毎

月7万円支給。これにより生活

保護も年金もいらなくなる」と

主張しています。社会保障費の

削減です。 

 日本のベーシック・インカム研

究の第一人者の小沢修司先生

にベーシック・インカムとは何

か、社会保障を充実させる立

場から、竹中説の問題点と福

祉社会に向けた課題などにつ

いて講演していただきます。 
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